
年次 単位 年間予定時間 担当

1 2 70 川口・阿部

20 時間 書くこと 30 時間 20 時間

割合

話すこと・聞くこと 読むこと

令和５年度　北海道旭川南高等学校　シラバス

☆　学習課題には積極的に取り組み、期限内の提出を厳守すること。

☆　授業時には、必ず国語辞典を用意すること。（電子辞書、辞書アプリ可）

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ
せ、我が国の言語文化の担い手としての自
覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ
うとしている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想
像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中
で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広
げたり深めたりしようとしている。

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付
けようとしている。

評価の方法

定期考査、単元テスト

授業内課題

定期考査、単元テスト

授業内課題

その他・備考

評価の観点

イ：思考・判断・表現

ウ: 主体的に学習に取組む
態度 30%

40%

後期期末　時数

１８時間

年間指導計画
後期中間　時数

１４時間 ２０時間 １８時間

評価規準（到達目標）

ア:知識・技能

授業内課題

定期考査、単元テスト

授業の目標

学習方法

教科書・教材

科目名教科名

国語 現代の国語

前期中間　時数 前期期末　時数

評価の観点・規準・方法

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を

育成する。

〇　論理の展開を確認しながら、的確な要旨の把握を行う。

〇　グループや全体での議論を通して、「話すこと」「聞くこと」「書くこと」「読むこと」の言語活

　　動を主体的に行う。

〇　論理的思考力を伸張し、効果的に感情を表現する能力を高める。

〇　教科書　高等学校「現代の国語」（数研出版）

〇　副教材　大学入試対応　テーマ別「漢字&語彙の徹底攻略2500＋」（とうほう）

〇　　　　「リテラ現代文１」（文英堂）

30%


